
言
葉
の
単
位 

文
節
・
・
・
文
を
意
味
が
通
じ
る
程
度
に
で
き
る
だ
け
小
さ
く
区
切
っ
た
も
の
。 

単
語
・
・
・
そ
れ
以
上
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
言
葉
の
最
小
単
位
。 

 

１
１
．
次
の
各
文
は
，
い
く
つ
の
文
節
か
ら
で
き
て
い
ま
す
か
。
漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。 

① 

冷 

た 

い 

北 

風 

が 

吹 
い 

て 

い 

る 

。 

（ 

四 
 

）
文
節 

 

② 

と 

こ 

ろ 

で 

、 

お 

母 

さ 

ん 
は 

お 

元 

気 

で 

す 

か
。 

（ 

三 
 

）
文
節 

③ 

は 

い 

、 

ド 

ア 

を 

叩 

い 

た 

の 

は 

私 
で 

す 

。 

（ 

四 
 

）
文
節 

④ 

ぼ 

く 

と 

弟 

は 

公 

園 

で 

サ 

ッ 

カ 

ー 

を 

し 
た 
。 

（ 

五 
 

）
文
節 

 

２
．
次
の
各
文
は
い
く
つ
の
単
語
で
で
き
て
い
ま
す
か
。
漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。 

① 

ハ 

ム 

ス 

タ 

ー 

が 

か 

ご 

か 

ら 

逃 

げ 

た 

。 

（ 

六 
 

）
単
語 

② 

と 

て 

も 

寒 

い 

の 

で 

、 

エ 

ア 

コ 

ン 

を 

つ 

け 

た 

。 

（ 

七 
 

）
単
語 

③ 

三 

十 

分 

待 

っ 

た 

が 

、 

彼 

女 

は 

来 

な 

か 

っ 

た 

。 

（ 

九 
 

）
単
語 

④ 

自 

分 

の 

教 

室 

が 

静 

か 

だ 

。 

（ 

五 
 

）
単
語



言
葉
の
単
位 

文
節
・
・
・
文
を
意
味
が
通
じ
る
程
度
に
で
き
る
だ
け
小
さ
く
区
切
っ
た
も
の
。 

単
語
・
・
・
そ
れ
以
上
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
言
葉
の
最
小
単
位
。 

 

１
１
．
次
の
各
文
は
，
い
く
つ
の
文
節
か
ら
で
き
て
い
ま
す
か
。
漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。 

⑤ 

冷 

た 

い 

北 

風 

が 
吹 

い 

て 

い 

る 

。 

（ 

四 
 

）
文
節 

 

⑥ 

と 

こ 

ろ 

で 

、 

お 

母 

さ 

ん 
は 

お 

元 

気 

で 

す 

か
。 

（ 

三 
 

）
文
節 

⑦ 

は 

い 

、 

ド 

ア 

を 

叩 

い 

た 

の 

は 
私 

で 

す 

。 

（ 

四 
 

）
文
節 

⑧ 

ぼ 

く 

と 

弟 

は 

公 

園 

で 

サ 

ッ 

カ 

ー 

を 

し 
た 

。 

（ 

五 
 

）
文
節 

 

２
．
次
の
各
文
は
い
く
つ
の
単
語
で
で
き
て
い
ま
す
か
。
漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。 

⑤ 

ハ 

ム 

ス 

タ 

ー 

が 

か 

ご 

か 

ら 

逃 

げ 

た 

。 

（ 

六 
 

）
単
語 

⑥ 

と 

て 

も 

寒 

い 

の 

で 

、 

エ 

ア 

コ 

ン 

を 

つ 

け 

た 

。 

（ 

七 
 

）
単
語 

⑦ 

三 

十 

分 

待 

っ 

た 

が 

、 

彼 

女 

は 

来 

な 

か 

っ 

た 

。 

（ 

九 
 

）
単
語 

⑧ 

自 

分 

の 

教 

室 

が 

静 

か 

だ 

。 

（ 

五 
 

）
単
語

 


